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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、社会変動にともなうコモンズ利用の変容過程を解明することである。『昭
和49年全国山林原野入会慣行調査』の計量分析および既存のコモンズ研究をサーベイした結果、以下のような知見が得
られた。第一に、市場経済の発展や人口増加といった社会変動が生じた場合、コモンズの利用形態はより市場に適応し
たかたちに変化するが、コモンズの管理のあり方は共同管理というかたちが維持される。第二に、木材需要の低下や少
子高齢化といった社会変動が生じた場合、資源利用の多様化の問題や過少利用問題など従来のコモンズ研究が想定して
いないような問題が生じる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to show the process of changes of commons through 
social changes. By analyzing“Survey of Japanese Commons in 1974” and reviewing previous studies of 
commons, this study got following results. First, social changes such as economic and population growth 
make the usage of commons more suitable for market economy. However, the governance of commons do not 
change because people govern commons collectively. Second, social change such as aging population causes 
the problem of diversification of commons usage and underuse of commons, which are overlooked by previous 
studies.

研究分野：数理計量社会学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は入会林野（コモンズ）の利用形態
を研究対象とするものである。「コモンズの
悲劇」（Hardin 1968）という言葉が象徴する
ように、入会林野は社会的ジレンマの側面を
有しており、その問題構造は環境問題や国立
公園の管理といった自然資源管理問題と共
通する。だが、社会的ジレンマの予測とは異
なり、多くの入会林野は住民の協力により、
管理されていたし、それを可能にする要因も
明らかにされている（Ostrom 1990）。入会林
野管理の研究から得られる知見は、自然資源
管理問題を解決する手掛かりを与えうるの
である。 
 しかし、従来のコモンズ研究の知見を自然
資源管理問題に適用する場合、克服すべき大
きな問題が存在する。コモンズの適切な利用
方法は、それを取り囲む社会状況（市場との
関係・利用者間の社会関係）に強く依存する
にもかかわらず、従来の研究はコモンズ利用
と社会状況の関係を体系的にとらえる方法
論が欠如していた。具体的にいえば、従来の
コモンズ研究は2つの乗り越えるべき問題が
存在している。 
 第一に方法に関する問題である。従来の研
究は、理論志向的な研究か、事例志向的な研
究がほとんどであった。それゆえに、事例横
断的な視点に立ち、既存の研究で得られた知
見が現実に適用可能な、頑健なものかをチェ
ックする方法が欠けていた。 
 第二に社会変動についての問題である。私
的所有制度の導入、市場経済の発展といった
社会状況の変化はコモンズの利用のあり方
に大きな影響を与えるにもかかわらず、従来
の研究の多くはこの社会変動の問題を理論
的にも、実証的にも十全なかたちで扱うもの
ではなかった。社会変動にともなうコモンズ
利用の変容過程を明らかにするには、パネル
データのように同一の対象を複数の時点で
観測した計量的なデータが必要である。 
 コモンズ研究を実り豊なものにするため
には、（1）同一の対象を複数時点で観測し
たデータを作成したうえで、（2）経済発展
や人口構成の変化といった社会変動の影響
を明らかにできるような、新たな研究が必要
なのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の第一の目的は、入会林野の利用形
態を複数時点で観測することで、社会変動に
ともなうコモンズ利用の変容過程を明らか
にすることである。 
 第二の目的は、コモンズ利用についての計
量分析の結果と先行研究の知見を組み合わ
せて、社会変動にともなうコモンズ利用の変
容過程を理論的に解明することである。特に、
ここでは経済構造および人口構造の変化が
コモンズ利用にどのような影響をあたえる
のかを解明する。 
 

３．研究の方法 
 社会変動にともなうコモンズ利用の変容
過程を解明するために、本研究は以下の 3つ
の研究プロジェクトを推進した。 
 
(1) 入会林野利用の変化についてのパネル
データ構築の分析 
『昭和5年全国山林原野入会慣行調査』（以
下、『昭和 5 年調査』）と『昭和 49 年全国山
林原野入会慣行調査』（以下、『昭和 49 年調
査』）に共通して記載されている約 250 の入
会林野の事例をもとにパネルデータを構築
し、（a）昭和 5 年と昭和 49 年で入会林野の
利用形態が変化したのかを確認するととも
に、(b)その変化が利用圧・人口構成・産業
構成・村落構造の変化とどのように関連して
いるのかを明らかにする。 
 
(2) 高度経済成長とコモンズ管理について
の計量分析 

 高度経済成長という社会変動にともない
コモンズの管理形態がどのように変容した
のかを解明するために、『昭和 49 年調査』に
記載されている入会林野 1440 件を詳細に分
析する。 
 
(3) コモンズにかかわる先行研究の整理 
 本研究の計量分析で得られた知見をより
明確に位置づけるために、コモンズ研究にか
かわる先行研究の整理を行う。ここでは、日
本における入会林野研究やコモンズ研究、
Ostrom（1990）の問題関心を引き継ぐかたち
で展開されている海外のコモンズ研究、数理
モデルによる理論的研究を検討・整理するこ
とで、社会変動にともないコモンズの利用形
態がどのように変容するのかを理論的に確
認する。加えて、先行研究の中では、十分に
捉えきれていない問題系の発掘も試みる。 
 
４．研究成果 
(1) 入会林野利用の変化についてのパネル
データ構築 

 『昭和 5 年調査』と『昭和 49 年調査に共
通して記載されている250事例を対象として、
『昭和 5年調査』に記載されている内容（テ
キストデータ）をWordファイルに転記した。
なお、転記作業に予想以上の時間を要したた
め、助成事業期間内にパネルデータの分析を
行うことはできなかった。 
 
(2) 高度経済成長とコモンズ管理について
の計量分析 

 高度経済成長という社会変動にともない
コモンズの管理形態がどのように変容した
のかを解明するために、『昭和 49 年調査』を
分析した。経済学に由来する所有権理論（e.g. 
Demsetz 1967）は、市場経済が進展するにつ
れて、コモンズを集落で共同管理する形態は
衰退し、個人分割によってあたかも私有地の
ように管理する形態が増加する、と予測して



いるが、この予測が日本において経験的に妥
当なものなのかを検討した。主な知見は以下
のとおりである。 
① 個人分割というかたちで管理される入
会林野の割合は『昭和 49 年調査』に記
載されているものの 10％程度であり、所
有権理論の予測に沿うものは少数派で
あった。 

② 70％ちかい入会林野は集落の直轄的な
指示のもので住民が利用するものであ
った。高度経済成長の日本であっても、
所有権理論の予想とは異なり、コモンズ
を集落で共同管理する形態が多数派で
あった。 

③ 集落に居住していないものであっても、
その利用権を保持できる入会林野は約
15％存在するが、集落を離れても入会林
野を使用できるものはかつての集落住
民に限定されるという点で、入会林野の
利用は集落という枠組みで展開されて
いた。 

④ ①～③の結果は、高度経済成長という社
会変動が生じたとしても、コモンズの管
理形態は所有権理論が予測するような
方向では変化せず、集落が共同で管理す
る形態が維持される可能性が高いこと
を示している。 

 
(3) コモンズにかかわる先行研究の整理 
 社会変動にともないコモンズの利用形態
がどのように変化するのかを解明するため
に、コモンズ研究にかかわる先行研究の整理
を行った。主な知見は以下のとおりである。 
① 多くのコモンズ研究は、人々の過剰利用
によりコモンズが荒廃するリスクがあ
るという想定のもと、過剰利用を防ぐ仕
組みを解明してきた。 

② 法社会学による入会林野を検討したと
ころ、明治期から 1960 年代までのコモ
ンズ利用は次の3点で変容したことが明
らかになった。第一に、利用形態がフリ
ーアクセスから市場に適応したものに
変化した。明治期以降、入会林野で木材
生産がさかんになるにつて、その利用形
態は集落が直轄的に住民の利用を制限
する形態や個人分割というかたちで管
理する形態に変化した。第二に、複数の
集落が同一の入会林野を共同で利用す
るかたちから、ひとつの集落がひとつの
入会林野を排他的に利用するかたちに
変化した。第三に、利用にかかわる社会
関係が機能分化するかたちで変容した。 
明治期以前には入会林野を管理する組
織は集落の意思決定機関に埋め込まれ
ていたが、明治以降では、たとえば管理
組合というかたちで、入会林野を管理す
る組織は集落の意思決定機関から切り
離された。 

③ 国産材の需要低下や農山村の少子高齢
化といった近年の社会変動の結果、従来

のコモンズ研究が想定していなかった
事態が生じている。具体的には、利用資
源の多様化の問題と過少利用問題であ
り、これらの問題の解決は従来のコモン
ズ研究の想定とは異なり、利用者のコミ
ュニティとその外部の集団との協働が
重要になってくる。 

 
(4) 得られた結果の理論的考察 
 以上の研究成果をもとに、社会変動にとも
なうコモンズ利用の変容過程について、次の
ような理論的考察を行った。 
① 市場経済の発展や人口増加といったコ
モンズへの需要を増加させる社会変動
が生じた場合、コモンズの利用形態はよ
り市場に適応したかたちに変化する。し
かし、コモンズの管理のあり方は私有に
ちかい方向で変化せずに、共同管理とい
うかたちが維持される。 

② 木材需要の低下や少子高齢化といった
コモンズへの需要を減少させる社会変
動が生じた場合、資源利用の多様化の問
題や過少利用問題など従来のコモンズ
研究が想定していないような問題が生
じる。これらの問題は従来のコモンズ研
究ではほとんど扱われていないものな
ので、今後の研究が必要である。 
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